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雲南病院だより雲南病院だより

雲
南
病
院
だ
よ
り

　
肩
関
節
は
、
全
身
の
関
節
の
な
か
で
、
最
も
大
き
く
自
由
に
動

き
ま
す
。
そ
の
分
、
構
造
が
複
雑
で
、
様
々
な
機
能
的
ト
ラ
ブ
ル

を
起
こ
し
や
す
く
、
そ
の
う
ち
最
も
多
い
の
が
「
肩
こ
り
」
で

す
。
首
や
肩
の
筋
肉
に
は
常
に
10
数
㎏
の
負
担
が
か
か
っ
て
お

り
、
肩
こ
り
は
そ
れ
ら
筋
肉
の
緊
張
が
続
い
て
い
る
状
態
で
、
慢

性
化
し
や
す
く
、
肩
周
辺
に
不
快
な
痛
み
や
筋
肉
の
こ
わ
ば
り
な

ど
を
感
じ
ま
す
。

　
今
回
は
、
肩
の
こ
り

や
痛
み
の
予
防
、
改
善

に
有
効
な
日
常
生
活
で

の
工
夫
、
気
を
付
け
る

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。

　
診
療
放
射
線
技
師
に
な
る
た
め
に
は
、
診

療
放
射
線
技
師
国
家
試
験
に
合
格
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
国
家
試
験
を
受
け
る
に
は
、
放
射
線
技
師

の
養
成
課
程
が
あ
る
大
学
や
短
期
大
学
、
も

し
く
は
専
門
学
校
で
所
定
の
課
程
を
学
び
修

了
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
大
学
は
4
年
、

短
期
大
学
は
３
年
、
専
門
学
校
は
３
年
ま
た

は
４
年
）

　
養
成
校
は
全
国
で
短
期
大
学
や
専
門
学
校

は
15
校
、
大
学
は
25
校
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、

山
陰
に
は
残
念
な
が
ら
あ
り
ま
せ
ん
。
近
い

と
こ
ろ
で
は
大
学
が
岡
山
県
と
広
島
県
に
１

校
ず
つ
あ
り
、
短
期
大
学
は
岡
山
県
に
１
校

あ
り
ま
す
。

①
姿
勢
、
日
常
生
活�

　

猫
背
や
背
を
反
り
過
ぎ
た
り
、

左
右
ど
ち
ら
か
に
偏
っ
た
よ
う
な

姿
勢
は
避
け
、
肩
の
力
を
抜
き
、

適
度
に
背
筋
を
伸
ば
し
ま
し
ょ

う
。
腕
を
酷
使
す
る
重
労
働
や
長

時
間
の
同
じ
姿
勢
の
作
業
も
控

え
、
こ
ま
め
な
休
憩
、
体
操
を
行

い
ま
し
ょ
う
。
十
分
な
休
息
や
睡

眠
、バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
、

規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
も
大
事

で
す
。

②
横
に
な
る
と
き
や
座
る
と
き�

　
痛
み
の
あ
る
側
を
上
に
し
て
横

に
な
り
ま
す
（
図
１
）。
大
き
め

の
ク
ッ
シ
ョ
ン
や
枕
な
ど
に
腕
の

重
み
を
預
け
る
と
肩
の
負
担
が
減

り
ま
す
。
座
る
際
は
腕
の
重
さ
が

肩
に
か
か
ら
な
い
よ
う
ク
ッ
シ
ョ

ン
等
を
抱
え
ま
す
（
図
２
）。

③
着
替
え
る�

　
更
衣
動
作
で
は
、
衣
服
は
か
ぶ

る
タ
イ
プ
よ
り
前
開
き
の
服
が
着

替
え
や
す
い
で
す
。
着
る
と
き
は

痛
み
の
あ
る
側
の
手
か
ら
袖
を
通

し
、
脱
ぐ
と
き
は
痛
み
の
な
い
側

の
手
か
ら
脱
ぐ
よ
う
に
し
ま
す
。

④
肩
を
温
め
る
、
冷
や
さ
な
い�

　
特
に
寒
い
時
期
は
蒸
し
タ
オ
ル

や
カ
イ
ロ
、
肩
掛
け
や
衣
類
等
で

肩
が
冷
え
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

入
浴
や
シ
ャ
ワ
ー
で
も
意
識
し
て

温
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
ス
ト
レ
ス
も
肩
こ
り
の
要
因�

　

ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う
、

自
分
な
り
の
ス
ト
レ
ス
発
散
や
リ

ラ
ッ
ク
ス
の
方
法
を
見
つ
け
ま

し
ょ
う
。
意
識
的
に
深
呼
吸
を
行

う
の
も
効
果
的
で
し
ょ
う
。

【
こ
ん
な
時
は
病
院
へ
】

　
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
よ

う
な
強
い
痛
み
や
動
き
に
く
さ
、

手
や
腕
が
し
び
れ
る
等
こ
り
や
痛

み
以
外
の
症
状
、
転
倒
や
打
撲
・

無
理
な
動
作
な
ど
を
き
っ
か
け
に

痛
み
が
出
た
場
合
な
ど
は
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

【
入
学
し
て
か
ら
と
国
家
試
験
】

　
工
学
と
医
学
の
勉
強
が
中
心
で

あ
り
、
理
工
学
分
野
の
基
礎
科
目

で
あ
る
電
気
工
学
、
遠
視
工
学
、

放
射
線
物
理
学
な
ど
と
医
学
分
野

の
解
剖
学
や
生
理
学
、
病
理
学
を

学
び
ま
す
。

【
今
後
は
】

　
医
師
や
歯
科
医
師
以
外
で
唯
一

放
射
線
を
扱
う
こ
と
の
で
き
る
診

療
放
射
線
技
師
は
、
病
院
を
中
心

に
需
要
が
あ
り
ま
す
。
病
院
以
外

で
も
放
射
線
機
器
メ
ー
カ
ー
の
研

究
部
門
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開

発
部
門
で
も
益
々
重
要
な
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た

最
近
で
は
女
性
の
診
療
放
射
線

技
師
の
募
集
が
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
行
政
の
啓
発
活
動
も
あ

り
※
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
を
実

施
す
る
に
あ
た
っ
て
は
女
性
技
師

の
ほ
う
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
た

め
需
要
が
増
え
て
い
ま
す
。
放
射

線
関
係
の
技
術
は
日
進
月
歩
し
て

い
ま
す
。
医
師
が
求
め
る
よ
り
良

い
診
療
情
報
画
像
を
提
供
し
て
い

く
た
め
、
知
識
と
ス
キ
ル
を
身
に

つ
け
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
考
え
ま
す
。

※
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
・
・
・
乳
が
ん

を
診
断
す
る
方
法
の
ひ
と
つ
で
、
乳
腺
・

乳
房
専
用
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
検
査

　
国
家
試
験
は
毎
年
２

月
末
か
ら
３
月
初
め
に

か
け
て
実
施
さ
れ
、
合

格
発
表
は
３
月
末
に
行

わ
れ
ま
す
。
今
年
は
２

月
26
日
に
第
67
回
目
の

国
家
試
験
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

【
主
な
就
職
先
は
】

　
一
般
的
に
病
院
・
企

業
・
教
育
機
関
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
、
医
療
機

器
を
取
り
扱
う
会
社
に

入
り
営
業
や
開
発
部
門

で
活
躍
し
た
り
、
養
成

校
の
教
壇
に
立
つ
講
師

に
な
る
技
師
も
い
ま

す
。

　

大
部
分
は
国
立
病

院
、
地
方
の
病
院
、
民

間
病
院
や
検
診
施
設
が

お
も
な
就
職
先
で
す
。

肩
こ
り
に
つ
い
て

「
診
療
放
射
線
技
師
」
に
な
る
に
は

作業療法士より診療放射線技師より

頭の重さ
６～７㎏

片腕の重さ
３～４㎏

【図１：横になるとき】
痛みのある方を上にして横になる。クッショ
ンを抱いて腕の重みを預ける。背中側に丸め
た布団などを当てると姿勢が安定する。

【図２：座るとき】
腕の重さが肩にかから
ないように大きめの
クッションを置き、痛
みのある側の腕を乗せ
る。

高　　校

診療放射線技師

診療放射線技師国家試験

大 学
（４年）

短期大学
（３年）

専門学校
（３年又は４年）
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４月 ・ ５月の開催日 ：

　　４月１０日 （金） ・ ２４日 （金）

　　５月　８日 （金） ・ ２２日 （金）

問い合わせは…雲南市立病院　保健推進課　電話 0854-43-3602

展示
コーナ

ーのご紹介

火災避
難訓練を行いました！

　２月28日に今年度２回目となる火災避難訓練を実施しました。
　雲南消防本部・地元消防団・病院ボランティア「てごっ人

と
」の皆さんにも協力していただき、約170人の参加

のもと訓練を行いました。例年の訓練は、院内の安全な場所（防火区画外）への避難に留まっていましたが、今
回は大規模火災を想定し、避難スロープや担架を使って屋外（二次避難所）へ避難するところまで行いました。
　避難訓練終了後の総評においては、消防団を代表して大東方面隊の妹

せの
尾
お
裕
ゆう
司
じ
隊長より「消防団としても大変貴

重な体験ができた。職員の指示も的確だった。」との講評をいただきました。
　その後、栄養管理科職員による炊出し訓練も行い、参加された皆さんに豚汁を試食していただいて訓練を終了
しました。
　当院では年２回の火災避難訓練と年１回の防災訓練を実施し、有事の際には患者さんが安全に避難等できるよ
うに心がけています。

　この度、病院ボランティアの会「てごっ人」の皆さんが、市民の方から
の推薦により公益社団法人「小さな親切」運動本部から表彰を受けられま
した。
　この表彰は、身近にある親切に感謝し表彰する活動で、親切な行為のモ
チベーションを高めるとともに思いやりのネットワークを広げていくこと
を目的としているものです。病院としても、毎日の正面玄関における患者
さんの介助活動や、毎月の美化作業などで大変お世話になっているボラン
ティアの皆さんの活動が、市民の皆様から評価され推薦をいただけたこと
は大変嬉しく思います。
　この受賞をきっかけに、病院ボランティアの会の活動が、より多くの市
民の皆様に認知していただけたらと思っています。

病院ボランティアの会「てごっ人」小さな親切受賞病院ボランティアの会「てごっ人
と

」小さな親切受賞

障がい者アート展
～ＮＰＯ法人サポートセンターどりーむ～

対策本部の設置

火災報知器発報

火元発見し消火活動へ 防火区画外への避難開始

防火区画外への避難完了担架での屋外避難開始避難スロープで屋外避難開始

屋外避難完了 ポンプ車到着 放水訓練

総　評
炊出し訓練


